
成 果 概 要

通常、 圃場のキャベツの生育状況を確認するには、 目視による主観的な観測が主であり、 評価に経験による差

が生まれることや過去の記録と比較が出来ないことが課題であった。本研究では、 ドローン空撮画像を用いた

キャベツの生育自動計測技術を開発し、 生育診断 ・ 管理用アドバイスシステムとしてローカルで運用可能なア

プリケーションとした。これにより、 圃場のキャベツの生育をドローン空撮により定量的に評価し、 記録すること

を可能とした。

　

図 1　開発したシステムのトップページ
解析毎に個別のプロジェクトとして保存され、 それらが一覧

として表示される 

図 2　キャベツの検出モデル結果の表示
本システムでは、 ドローン空撮画像からオルソモザイク画
像の作成、深層学習モデルを用いた物体検知までを GUI
操作のみで実施することができる

図 3　圃場レベルでの生育状況の可視化
深層学習モデルにより計測した生育から、 圃場単位毎の
生育のばらつきを可視化することができる
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今 後 の 展 開

本研究で開発した生育診断 ・ 管理用アドバイスシス

テムは、モデルの更新、差し替えが可能な構成となっ

ている。モデルの変更により、検出する対象の変更や

高機能化が可能であり、 施肥だけでなく防除やキャ

ベツ以外の作物への応用が期待できる。

特　徴

● ドローンの空撮画像の解析に関する専門的な知識が無

くても、 空撮画像を投入するだけでキャベツの生育を

記録可能なアプリケーションを開発

● 空撮画像から一枚の圃場画像を生成し、 圃場レベル

で生育のばらつきを可視化することが可能

● キャベツの施肥や収穫の時期にターゲットを絞り、 必

要なタイミングで生育評価が可能なモデルを搭載

84

開 発 技 術

キャベツの生育を空撮画像から判定する技術。キャ

ベツの開張や結球サイズなど、 施肥や収穫に必要と

される生育の情報を、圃場レベルで定量化する技術

を開発した。

仕　様

生育診断 ・ 管理用アドバイスシステム ：

● コンテナ技術を利用することでローカルでもクラ

ウド環境でも運用が可能。

● ユーザごとに圃場のキャベツの生育状況をデータ

ベースとして記録が可能。

● 空撮画像データをアップロードしてレコードとし

て記録し、 閲覧 ・ 管理が可能。

～圃場のキャベツの生育状況を空から評価～

圃場生育診断技術

愛知県農業総合試験場 山本 拓、 伴 佳典、 中野 瑞己

愛知工業大学 教授　塚田 敏彦、客員研究員 中條 直也 ㈱マックシステムズ 吉田 正博

名古屋大学 助教　西内 俊策

DDProjectProject


